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特集　髙島屋ゆかりの地として、手を携えて未来へ

　
髙
島
屋
と
高
島
市
と
の
縁
は
、
初
代

新
七
が
近
江
国
高
島
郡
（
滋
賀
県
高
島

市
）
出
身
の
米
穀
商
・
飯
田
儀
兵
衛
の

長
女 

秀
と
縁
あ
っ
て
結
ば
れ
、
飯
田

家
の
婿
養
子
に
な
っ
た
こ
と
が
は
じ
ま

り
で
あ
り
ま
す
。

　
天
保
二
年
（
１
８
３
１
年
）
に
本
家

よ
り
分
家
独
立
し
て
、
屋
号
は
同
じ
く

本
家
の
出
身
地
由
来
で
あ
る「
髙
島
屋
」

と
し
、
古
着
と
木
綿
の
商
い
を
妻
の
秀

と
二
人
で
始
め
ま
し
た
。
こ
れ
が
髙
島

屋
の
創
業
で
す
。
今
か
ら
１
８
６
年
も

前
の
こ
と
で
す
が
、
時
を
経
て
、
本
年

４
月
16
日
に
髙
島
屋
京
都
店
の
分
店
で

あ
る
洛
西
店
（
京
都
市
西
京
区
）
が
、

髙
島
屋
の
ル
ー
ツ
と
も
言
え
る
高
島
市

と
の
間
に
、
包
括
連
携
協
定
を
締
結
で

き
ま
し
た
こ
と
を
大
変
光
栄
に
、
ま
た

運
命
的
な
も
の
も
感
じ
て
い
ま
す
。

　
今
後
、
微
力
な
が
ら
素
晴
ら
し
い
高

島
市
の
さ
ま
ざ
ま
な
魅
力
を
こ
の
洛
西

店
か
ら
全
国
に
発
信
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
高
島
市
と
歴
史
的
な
つ
な
が
り
を
持

つ
大
手
百
貨
店
・
髙
島
屋
と
包
括
連
携

協
定
を
結
ぶ
こ
と
が
で
き
た
こ
と
を
大

変
う
れ
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
に
も
、
創
業
１
５
０
周
年

を
記
念
し
、
昭
和
48
年
か
ら
貸
し
付
け

を
開
始
し
た
髙
島
屋
奨
学
金
は
、
多
く

の
子
ど
も
た
ち
が
利
用
し
、
学
業
に
励

ん
で
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
物
産
フ
ェ
ア
の
開
催
な
ど
、

特
に
特
産
品
の
販
売
に
つ
い
て
は
、
さ

ま
ざ
ま
な
連
携
を
行
っ
て
き
ま
し
た

が
、
協
定
を
機
に
、
さ
ら
に
市
の
魅
力

を
高
め
、
発
信
す
る
取
り
組
み
が
始
ま

り
ま
し
た
。
中
学
生
や
市
職
員
が
「
お

も
て
な
し
の
心
」
を
学
ぶ
機
会
を
い
た

だ
い
た
り
、
ふ
る
さ
と
納
税
は
も
ち
ろ

ん
、
特
産
品
の
販
売
や
観
光
情
報
の
発

信
の
場
を
設
け
て
い
た
だ
い
た
り
し
て

い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
に
培
っ
て
こ
ら
れ
た
百
貨

店
と
し
て
の
ノ
ウ
ハ
ウ
や
こ
だ
わ
り
、

美
へ
の
意
識
、
人
づ
く
り
な
ど
を
見
習

い
な
が
ら
、
連
携
を
深
め
る
こ
と
で
、

市
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
こ
と
を
期
待

し
て
い
ま
す
。

　
４
月
16
日
に
行
っ
た
締

結
式
で
は
、
よ
し
笛
や

男
声
合
唱
団
メ
ン
ネ
ル
・

コ
ー
ル
の
皆
さ
ん
に
よ
る

琵
琶
湖
周
航
の
歌
な
ど
を

紹
介
し
、
高
島
市
の
魅
力

を
伝
え
る
機
会
と
な
り
ま

し
た
。

髙
島
屋
洛
西
店

開
店
35
周
年

記
念
イ
ベ
ン
ト

　
包
括
連
携
協
定
の
締
結

に
あ
わ
せ
て
、
洛
西
店
３

階
に
高
島
市
コ
ー
ナ
ー
を

設
置
。
ふ
る
さ
と
納
税
の

Ｐ
Ｒ
は
も
ち
ろ
ん
、
高
島

市
の
観
光
情
報
な
ど
も
お

届
け
し
て
い
ま
す
。

　
高
島
市
の
特
産
品
コ
ー

ナ
ー
を
特
別
緊
張
に
設
置

し
販
売
を
行
い
ま
し
た
。

今
後
は
、「
ら
く
さ
い
マ

ル
シ
ェ
」
や
催
事
な
ど
に

出
店
し
、
さ
ら
に
連
携
を

深
め
て
い
き
ま
す
。

協定締結式

　髙島屋とコラボするふるさと納
税の返礼品に、これまで取り扱い
のなかった「帆布のカバン」や旧
今津西小学校で育てている「きの
こ類」などを新しく加えました。

高島市の魅力を最大限伝えるため、
髙島屋ふるさと納税フェ

アに参加しています。
髙島屋との関係や特
産品の紹介を通じて、
高島市ファンを増やし
ます。

ふ
る
さ
と
納
税
フ
ェ
ア
へ
の
参
加

新
し
い
返
礼
品
の
追
加

髙島屋ふるさと納税フェ髙島屋ふるさと納税フェ髙島屋ふるさと納税フェ

ふ
る
さ
と
納
税
フ
ェ
ア
へ
の
参
加

ふ
る
さ
と
納
税
フ
ェ
ア
へ
の
参
加

髙島屋横浜店でＰＲ

　　　　小山　良治
髙島屋洛西店　店長

福井　正明
高島市　市長

創業期の風情を残す京都 烏丸店（明治中期ごろ）

創業者 初代飯田新七 肖像 木本社長と福井市長との対談

特集

　

平
成
29
年
４
月
16
日
。

　

高
島
市
と
髙
島
屋
洛
西
店

は
、「
包
括
連
携
協
定
」
を

結
び
ま
し
た
。

　

こ
の
協
定
で
は
、「
ふ
る

さ
と
納
税
」「
環
境
保
全
及

び
観
光
振
興
」「
特
産
品
の

販
売
促
進
」「
人
材
育
成
と

文
化
振
興
」
な
ど
５
項
目
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
、
高
島

市
と
髙
島
屋
が
協
力
し
て
進

め
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

① ①

② ②③ ③
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イベント名・日時・会場 内容・問い合わせ先等

競技団体イベント
高島市ボウリング選手権大会
　10月 15日日 10 時から／長浜スプリングレーンズ

参加費２，０００円
高島市体育協会　 （３２）３１８０

第 10 回  高島市軟式野球連盟会長杯軟式野球大会
　10月 22日日・29日日８時 30分から／新旭球場ほか

高島市体育協会　 （３２）３１８０

高島市バレーボールカーニバル
　11月５日日９時から／安曇川総合体育館

市内の職場・地域・サークル等のバレーボール
愛好者の相互の友好と親睦を深める大会

高島市体育協会　 （３２）３１８０

第７回 市民サッカーフェスティバル
　11月 12日日９時から／梅ノ子運動公園

中学生から一般まで市内（在勤・在学）でサッカ
ーを楽しむ方の相互の交流と親睦を深める大会

高島市体育協会　 （３２）３１８０

第７回 バスケットボールフェスティバル
　11月 12日日９時から／今津勤労者体育センター

バスケットボールを通じて、市内の中・高校生
および社会人が集い交流を深める大会

高島市体育協会　 （３２）３１８０

地域体育振興会イベント
朽木地域ふるさとスポーツカーニバル
　10月８日日８時 50分から／朽木中学校グラウンド

※雨天時中止
朽木地域ふるさとスポーツカーニバル運営委員会

　 （３８）２３３１

新旭地域スポーツ大会
　10月８日日８時 30分から／湖西中学校グラウンド

※雨天時は新旭体育館で開催
新旭地域体育振興会　 （２５）５５００

２０１７高島地域スポーツカーニバル
　10月８日日８時 20分から／高島小中学校体育館
　・高島中学校グラウンド・萩の浜芝特設会場（グラウンドゴルフ）

※雨天時は、一部競技を中止します。
高島地域体育振興会　 （３６）０２１９

第 52 回 今津地域運動会
　10月 15日日８時２０分から／今津東小学校グラウンド

※雨天時中止
今津地域体育振興会　 （２２）２２４９

町民ソフトボール大会（安曇川地域）
　10月 22日日９時から／梅ノ子運動公園

安曇川地域体育振興会　 （３２）０００３

ガリバーウォーキング
　10月 22日日９時から／アイリッシュパーク（スタート・ゴール）

約７㎞のウォーキング／参加料６００円（松茸
ご飯、豚汁付）／申込締切 10 月 17 日火

高島地域体育振興会　 （３６）０２１９

町民ソフトバレーボール大会（安曇川地域）
　10月 27日金 19 時から／安曇川総合体育館

安曇川地域体育振興会　 （３２）０００３

ビーチボール大会（マキノ地域）
　11月 12日日／マキノ土に学ぶ里研修センター

１チーム４名以上（マキノ地域に在住・在勤さ
れている方）／エンジョイマキノとの共催

マキノ地域体育振興会　 （２７）１１３１

高島市体育協会では、10 月を“市民スポーツ月間”と位置づけています。
市民の皆さんが、スポーツを楽しみ・親しむきっかけづくりに気軽に参加していただける
イベントを開催します。申込方法など詳しくは、お問い合わせください。
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中
学
生
に
対
す
る
接
客
マ
ナ
ー
講
座

市
職
員
に
対
す
る
接
遇
研
修

中
学
生
の
感
想

　
「
仕
事
と
は
人
を
幸
せ
に
す

る
た
め
に
あ
る
も
の
」
だ
と
い

う
こ
と
を
教
え
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
す
べ
て
に
対
し
て
「
お

客
様
第
一
主
義
」
で
、
誠
心
誠

意
「
最
高
の
サ
ー
ビ
ス
」
を
心

掛
け
る
こ
と
が
、
最
高
の
サ
ー

ビ
ス
だ
と
知
り
ま
し
た
。

　
「
表
情
、言
葉
、動
作
」
の
練

習
も
し
ま
し
た
が
、
私
は
自
分

か
ら
声
を
か
け
た
り
、
何
か
に

取
り
組
む
に
し
て
も
迷
っ
て
し

ま
い
が
ち
な
の
で
、
自
分
か
ら

仕
事
を
見
つ
け
、
お
も
て
な
し

の
心
を
忘
れ
ず
積
極
的
に
取
り

組
め
る
よ
う
に
し
た
い
で
す
。

市
職
員
の
感
想

　
応
対
す
る
側
に
と
っ
て
は
多

く
の
お
客
さ
ん
の
ひ
と
り
で

あ
っ
て
も
、
応
対
さ
れ
る
側
に

立
て
ば
一
度
き
り
の
機
会
。
そ

の
機
会
に
ど
れ
だ
け
心
の
こ

も
っ
た
応
対
が
で
き
る
か
。
そ

の
方
に
喜
ん
で
も
ら
え
る
よ
う

な
応
対
が
で
き
れ
ば
、
そ
れ
が

お
客
さ
ん
、
市
民
の
皆
さ
ん
に

満
足
感
を
持
っ
て
い
た
だ
け
る

こ
と
に
つ
な
が
る
こ
と
に
気
付

く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　人材サービスを専門とする髙島屋
の関連会社から講師派遣を受け、

「おもてなしの心」を学びました。

　トップクラスの百貨店として培っ
てこられたノウハウを中学生にレク
チャーしてもらいました。

　あいさつや案内、名刺交換など
の実技も学びました。研修を活か
して、おもてなしの心を持った職
員の育成につなげていきます。

　講座は実技もふんだんに交えて行
われました。会釈や敬礼といった所
作、「いらっしゃいませ」などの声
かけに真剣に取り組んでいました。

総合戦略課　 （25）8114

■今後の取り組み
　10月 24日㊋・25日㊌　「TAKASHIMA-SHI ～びわ湖高島…うまいもんまつり～」
　　日本橋プラザビルで開催する高島市フェアにおいて、髙島屋ブースを設けてＰＲします。
　11月１日㊌～５日㊐　「タカシマヤふるさと納税フェア」
　　お歳暮の承り時期にあわせて髙島屋京都店で開催されるイベントに参加します。
　11月８日㊌～ 14日㊋　「たかしま生きもの田んぼ米・新米販売会＆鯖街道フェア（仮称）」
　　髙島屋京都店の地階デリシャススポットにおいて、高島市の特産品を販売する催事を行います。
　　さらに小浜市、若狭町とも協力し、鯖街道の魅力も伝えます。

「髙島屋」と「高島市」手を携えて、
　　　　　　　　　全国、世界へと地域の魅力を発信していきます！「髙島屋」と「高島市」手を携えて、
　　　　　　　　　全国、世界へと地域の魅力を発信していきます！
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